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プι

と
も
合
致
不
参
と
申
候
よ
し
。
右
横
井
伊
織
俄
、
高
徳
公
か
瑞
能
公

尾
州
浪
州
溢
陀
て
御
行
革
の
筒
、
野
伏
一
隔
世
的
問
起
御
雛
儀

者
相
果
候
と
卒
、此
趣
御
開
局
可
被
下
候
旨
被
巾
候
。
酔
見
方

へ
御
希
有

之
候
所
、
主
水
御
請
は
右
口
上
の
通
り
同
断
.
隼
人
は
私
何
分
の
内

主
水
へ
被
仰
付
候
旨
上
意
に
御
臨
候
故
、

一
分
難
立
打
川
町可
巾
訂
候

の
内

一
、
水
野
隼
人
正
乱
心
の
m
A
傷

古干保
十
年
乙
巳
じ
月
甘
八
日
殿
中
出
仕
松
地
刷
、
於
御
自
害
防
御
利
八

九
人
有
之
候
。
謀
部

r
h錦
剛
山
側
棚
官
都
知

m訴
訟
官
諸
問
刊
紅

白山町…仁田酬一時制川一蹴』
如
此
段
K

相
消
候
庭
、
尾
州
御
使
御
仰
の
頃
・
大

廊
下
溢
に
て
水
野
隼
人
正
結
手
官
毛
利
主
水
へ
軒
続
認
知
市
、

使
え
た
か
/
¥
と
巾
‘
切
鋳
被
申
候
。
主
水
先
は
/
¥
と
巾・、
防
太
刀

に
て
五
六
度
も
た
?
き
合
被
中
候
。
制
一
昨一一治哨‘

大
廊
下
の
方

へ
退

吉
/
¥
間
被
巾
候
。
主
水
左
の
府
よ
り
ふ
え
か
け
て
深
乎
、什
内
外
一

所、

御
襖
戸
の
腰
に
今
枝
民
部
品
附
民
地同夜
、
急
医
御
問
の
内
へ
か
け

入
.
中
納
言
枝
御
念
病
御
指
出
被
遊
侠
と
巾
上
候
へ
ば
‘
何
角
も
御

拾
.共
催
民
都
と
一
つ
に
御
出
被
遊
侠
。

ヰ
途
に
て
民
部
.御
急
病
K

τ
は
挺
一
御
座
、
少
し
念
速
申
上
皮
ロ
m
御
座
候
に
付
、
態
と
か
桜
K
申

上
候
。
先
づ
赴
へ
被
成
御
座
候
桜
に
と
て
冒
片
脇

へ
御
供
仕
申
上
候

は
‘扱
h
k

御
料
簡
誌
と
務
存
候
。

内
匠
め
御
殺
容
は
・私
へ
被
仰
付
候

て
も
自
・
山
の印刷
陀
御
座
候
。
共
上
此
も
の
を
生
て
御
也
被
遊
候
へ
ば
、

如
何
桜
の
被
仰
分
も
混
成
巾
候
。
迭
し
御
乎
岬取
に
も
被
遊
侠
へ
ば
、

以
来
被
仰
閥
の
諮
総
括
[
之
候
旨
申
上
倣
へ
ば
、
御
怒
茜
敷
候
て
御
訣

筒
所
傷
き
被
巾
・候
。
隼
人

E
Eば
戸
闘
方
話
料
庇
被
抑
之
候
。
士山水

を
ぽ
御
回
附
畏
悶
=
一右
術
門

か
け
得

引
分
被

'-m候
。
士
山
水
被
巾
候

は
、
隼
人
疋
へ
何
の
意
趣
遺
恨
の
郁
先
え
無
之
候
。

然
ば
飢
心
の
間

と
存
候
。

何
と
ぞ
御
前
巡
く
山
崎
成
候
桜
花
仕
度
、
少
し
刀
陀
て
あ
ひ

し
ら
ひ
、
外
将
の
方
へ
罷
出
中
候
。
右
の
存
念
陀
付
切
何
不
山
中
佐
。
捌

被
成
候
国
百
御
意
陀
御
座
候
。
共
後
内
陸
は

W
引
飽
混
在
候
底
・
或
時

微
妙
公
御
前
へ
被
矯
召
、
御
芭
陀
御
駁
被
下・

御
指
料
の
御
脇
刺
仰

自
手
紋
下
之
体
、
て

、尾
州

へ
参
り
申
候
。
共
時
分
の
取
沙
汰
に
は
、
何

と
ぞ
公
儀
よ
り
問
に
被
入
相
也
候
も
の
か
と
申
候
。
御
駁
の
被
下
様
何

に
被
及
候
筒
、
赤
自
の
械
よ
り
人
数
出
し
.
野
伏
ど
も
退
梯
候
て
御

念
織
を
容
助
候
。

此
御
萄
好
有
之
候
て
、
共
次
男
陀
付
被
召
出
候
よ

し
。
此
件
葛
凶
老
人
。
石

掲
限
後
窃
の
訴
。

旨
被
中
上
供
。
是
に
て
掬
飢
心
に
能
成
候
。
扱
主
水
は
.
=
一
右
術
門
右

の
方
の
府
に
か
け
、

共
身
も
甚
だ
血
に
塗
れ
、
左
の
乎
に
少
さ
刀
を
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